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平成22年  成人式について P.８…

今月の主な内容

勝浦郡陸上競技協会
からのお願い P.10………………

年末年始の休業について P.10……

福中政美氏  紺綬褒章受章 P.２…

日本一に輝く  石本亜有味さん

全日本美容技術選手権大会
「日本大賞」を受賞！ P.２…………

勝浦町一般事務臨時職員の
募集と登録受付 P.７……

10月25日  勝浦中学校グラウンド及び体育館・農業センター（関連記事Ｐ4）

室内外で大はしゃぎ！
室内外で大はしゃぎ！
室内外で大はしゃぎ！
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

２

日
本
一
に
輝
く

石
本
亜
有
味
さ
ん

全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

十
月
二
十
日
に
石
川
県
金
沢
市
の

「
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
七
回

全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会
」
に
勝

浦
町
生
名
の
石
本
亜
有
味
さ
ん
（
26
）
が

徳
島
県
代
表
と
し
て
花
嫁
化
粧
着
付
競

技
の
部
に
出
場
し
第
一
席
の
「
日
本
大

賞
」
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
厚
生

労
働
大
臣
賞
、
石
川
県
知
事
賞
、
金
沢

市
長
賞
ほ
か
二
団
体
か
ら
の
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
二
百
六
十
八
人
が
ヘ
ア
ス
タ
イ

ル
、
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
、
中
振
袖
着
付
、

ネ
イ
ル
な
ど
八
部
門
で
猛
訓
練
の
成
果

を
競
っ
た
。
花
嫁
化
粧
着
付
競
技
の
部

に
は
二
十
六
人
が
出
場
し
た
。

石
本
さ
ん
は
、
昨
年
も
福
岡
県
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
六
回
大
会
」

に
も
県
代
表
と
し
て
中
振
袖
着
付
競
技

の
部
に
出
場
し
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
。

今
回
は
、
二
年
間
と
も
に
選
手
権
を

戦
っ
て
き
た
東
京
都
の
モ
デ
ル
神
楽
つ

き
こ
さ
ん
と
の
相
性
を
考
え
、
華
や
か

さ
を
演
出
し
よ
う
と
鶴
や
松
が
織
り
込

ま
れ
た
黒
の
振
り
袖
で
望
み
、
審
査
で

は
胸
元
の
衣
装
の
合
わ
せ
方
や
結
ん
だ

帯
の
形
の
美
し
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
、

「
日
本
大
賞
」
発
表
の
瞬
間
、
約
四
千
人

の
観
客
の
大
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

こ
の
受
賞
は
、
徳
島
県
初
の
快
挙
で

あ
り
、
本
人
の
栄
誉
は
も
と
よ
り

勝

浦
町
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
心
よ
り

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

福
中
政
美
氏
（
東
京
都
小
平
市
在

住

勝
浦
町
大
字
久
国
出
身
）
が
紺

綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
私
財

を
寄
附
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
顕

彰
す
る
制
度
で
す
が
、
福
中
氏
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
ま
し
て
、

勝
浦
町
に
寄
附
を
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

な
お
、
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
に

つ
い
て
は
、
青
少
年
の
育
英
目
的
を

中
心
と
し
て
、
教
育
文
化
振
興
や
医

療
福
祉
・
環
境
保
全
等
の
た
め
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
中
氏
は
、
勝
浦
郡
横
瀬
町
職
員

（
ジ
ェ
ー
ン
台
風
災
害
復
旧
事
業
関
係
）

の
後
、
永
年
国
税
職
員
と
し
て
勤
務

さ
れ
、
退
職
後
は
、
東
京
都
内
で
税

理
士
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
今

後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。



消
防
法
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
既
存
住
宅
に
設

置
が
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
る
火
災
報

知
器
で
す
が
、
設
置
の
普
及
促
進
並

び
に
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
た
め
に

勝
浦
町
で
は
各

家
庭
に
一
個
ず

つ
火
災
報
知
器

を
無
料
配
布
し

ま
す
。

●
設
置
員
が
配
布
に
ま
わ
り
ま
す

無
料
配
布
は
原
則
と
し
て
、
十
一

月
一
日
に
現
在
に
住
民
登
録
が
あ
る

家
庭
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
配
布

に
つ
い
て
は
、
設
置
員
が
配
布
し
て

回
り
ま
す
の
で
、
確
認
の
印
鑑
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
就
寝
に
使
う
部
屋
に
設
置

火
災
報
知
機
は
普
段
就
寝
に
使
う

部
屋
（
寝
室
）
に
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
就
寝
に
使
用
す
る

部
屋
が
二
階
に
あ
る
場
合
は
、
そ
の

階
段
に
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ⅰ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８ 住宅用火災報知器

広報かつうら11月号に掲載後のふるさと納税に係る寄附金のご協力者について

ご報告します。

近畿かつうらふるさと会会長の倉越進氏（大阪府吹田市在住）と匿名希望の方

（大阪府富田林市在住）からご寄附をいただきました。謹んでお礼を申し上げます。

お二方のご厚意に感謝し、すばらしいふるさと勝浦づくりを目指します。今後と

も、ふるさと納税に係る寄附金にご理解ご協力をお願いいたします。

また、アンケートの中で次のようなお便りをいただきましたのでご紹介します。

「いつも大変お世話になります。少額ですみません。」
「昔、お世話になった町であり、小・中学校の同窓生もおります。わずかな金額ですが、できる限
り続けさせて下さい。勝浦町が住みよいのどかな町でありますよう心からお祈りしております。」

住
宅
用
火
災
報
知
器
を

各
戸
に
一
個
配
布
し
ま
す

中田町長、稲井教育長、そして勝浦町の受賞者の皆さん

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

３

平
成
二
十
年
か
ら
徳
島
東
部
十
二
市
町
村
の
共
同
文
化
事
業
と

し
て
東
と
く
し
ま
小
学
生
俳
句
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年

度
、
第
二
回
東
と
く
し
ま
小
学
生
俳
句
大
会
は
十
二
市
町
村
の
小

学
生
よ
り
二
千
六
百
三
十
二
人
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
各

市
町
村
で
町
長
賞
一
句
、
教
育
長
賞
一
句
、
入
選
八
句
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
表
彰
式
が
十
月
三
十
一
日
(土)
に
小
松
島

市
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
十
二
市
町
村
の
市
町
村

長
と
教
育
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
、
第
三
回
東
と
く
し
ま
小
学
生
俳
句
大
会
表
彰
式
は
勝

浦
町
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
の
受
賞
者
と
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町

長

賞

・
カ
マ
キ
リ
が
カ
マ
を
ふ
り
あ
げ
ポ
ー
ズ
す
る

生
小

六
年

新

田

彩

乃

さ
ん

教
育
長
賞

・
夕
す
ず
み
夏
の
虫
た
ち
演
奏
会

横
小

六
年

美

馬

佳

苗

さ
ん

入

選

・
夏
休
み
だ
れ
か
わ
か
ら
ぬ
黒
い
顔

横
小

六
年

稲

川

葵

さ
ん

・
太
陽
が
黒
く
か
が
や
く
夏
空
に

横
小

六
年

信

政

郁

弥

く
ん

・
空
見
上
げ
梅
雨
明
け
を
待
つ
つ
ば
め
た
ち

横
小

六
年

岡

実

奈

美

さ
ん

・
ひ
ま
わ
り
に
今
年
も
ま
け
た
背
く
ら
べ

生
小

五
年

尾

山

晃

大

く
ん

・
見
上
げ
れ
ば
夏
の
夜
空
オ
リ
オ
ン
座

生
小

五
年

倉

橋

京

子

さ
ん

・
す
い
か
わ
り
み
ん
な
仲
良
く
た
の
し
い
な

生
小

五
年

前

田

芹

捺

さ
ん

・
父
の
日
に
あ
り
が
と
う
っ
て
い
い
た
い
な

生
小

六
年

上

田

浩

靖

さ
ん

・
太
陽
が
月
に
食
べ
ら
れ
ま
っ
く
ら
に

生
小

六
年

森

脇

直

輝

さ
ん

第２回
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１．星谷光流会 代表者 森 内 智 さん

「星谷新四国八十八カ所を整備し、「お四国さん遊山めぐり」として新たな事業を創出し、

町の新名所にするため、「東屋（あずまや）」の建設・案内板、位置図、八十八カ所札所の説

明板の設置・遊山道の補修、整備を実施する事業です。」 （補助金額 500，000円）

広報かつうら４月号で募集した勝浦町提案公募型補助事業（あなたの一歩助成金）の実施団体が

追加決定されました。この補助事業は、みなさんが地域活性化のために新規に実施しようとするイ

ベントや事業に対し、毎年度テーマを決めて助成金を交付するものです。本年度は「地域活性化事

業」をテーマとして募集したところ３件の申し込みがありました。平成21年５月26日に選定委員会

（委員長 久積 貢勝浦町商工会長）が開催され、町長に答申がなされました。その結果を踏まえ、

このほど次の１事業が追加決定されました。

《採択された事業》

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

４

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
十
月
二
十
五
日
(日)
に

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
体

育
館
・
農
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

町
民
体
育
大
会
の
後
継
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
で
行
わ

れ
た
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

加
え
、
大
縄
飛
び
や
四
人
五
脚
な

ど
の
団
体
種
目
、
体
力
測
定
な
ど

に
た
く
さ
ん
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で

活
躍
さ
れ
た
方
々
が
、
勝
浦
町
長

表
彰
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係

団
体
及
び
関
係
各
位
の
み
な
さ
ま

方
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。

★
町
長
表
彰

西

田

誠

（
空
手
道
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
二
〇
〇
九

富
士
山
静
岡
大
会

空
手
道
競
技

組

手
一
部
出
場
（
四
年
連
続
出
場
）

西
田
さ
つ
き

（
空
手
道
）

第
九
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会

小
学
五
年
女
子
形
の
部
出
場
（
五

年
連
続
出
場
）

新

開

未

玖

（
空
手
道
）

第
九
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会
出
場
（
二
年
連
続
出
場
）

出
葉
文
加
里

（
空
手
道
）

第
九
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会

組
手
の
部
出
場
（
二
年
連
続
出
場
）

★
教
育
委
員
会
表
彰

阿
部
由
佳
梨

（
空
手
道
）

第
九
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会

五
年
生
女
子
組
手
出
場

阿

部

圭

織

（
空
手
）

第
九
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会

一
年
生
女
子
組
手

出
葉
比
加
里

（
空
手
）

第
九
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会

一
年
生
女
子
組
手
出
場

河

野

祐

一

（
弓
道
）

第
二
十
七
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大

会
出
場

宮

本

慎

也

（
弓
道
）

第
二
十
七
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大

会
出
場

★
大
縄
跳
び
結
果

優

勝

百
五
十
回

（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｗ
Ｅ

勝
中
）

二

位

百
四
十
七
回

（
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｇ
＋
５
）

三

位

九
十
八
回

（
元
気
い
っ
ぱ
い
保
育
士
）

ふ
ん
ば
っ
た
賞

（
元
気
ズ
Ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
）

★
四
人
五
脚
結
果

優

勝

十
二
秒

（
勝
浦
キ
ッ
ズ
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
女
子
Ｂ
）

二

位

十
四
秒

（
坂
本
区
婦
人
会
Ｂ
）

三

位

十
四
秒

（
勝
浦
キ
ッ
ズ
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
女
子
Ａ
）

※
二
位
三
位
は
同
タ
イ
ム
の
た
め
、

じ
ゃ
ん
け
ん

ふ
ん
ば
っ
た
賞
（
か
せ
や
ま
ク
ラ
ブ
）

大縄跳び：優勝 ＴＥＡＭ ＷＥ 勝中 四人五脚：優勝

勝浦キッズMBBC女子Ｂ
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

５

地
場
産
物
を
活
用
し
た
学
校
給
食
の

献
立
を
競
う
「
第
四
回
全
国
学
校
給
食

甲
子
園
」
大
会
が
去
る
十
一
月
八
日
(日)

に
女
子
栄
養
大
学
（
東
京
都
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
全
国
千
五
百
五
十
二
校

か
ら
選
抜
さ
れ
た
十
二
校
の
う
ち
の
一

校
に
選
ば
れ
、
学
校
関
係
者
の
期
待
を

背
負
い
、
本
セ
ン
タ
ー
の
誇
り
を
胸
に

初
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
の
内
容
は
、
五
人
分
の
給
食
を

調
理
か
ら
盛
り
付
け
、
後
片
付
け
ま
で

を
一
時
間
以
内
で
競
う
も
の
で
し
た
。

当
日
は
、
干
魚
ず
し
・
牛
乳
・
い
か

と
ご
ぼ
う
と
さ
つ
ま
い
も
の
あ
げ
煮
・

阿
波
の
め
ぐ
み
汁
・
み
か
ん
の
献
立
で

挑
戦
し
ま
し
た
。

勝
負
は
、
日
ご
ろ
培
っ
た
給
食
調
理

技
術
や
味
付
け
だ
け
で
な
く
、
手
洗
い

と
殺
菌
、
ま
な
板
も
ア
ル
コ
ー
ル
で
毎

回
消
毒
し
、
汚
染
区
域
の
シ
ン
ク
と
食

材
と
の
距
離
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る

か
、
作
業
区
分
ご
と
の
エ
プ
ロ
ン
の
使

い
分
け
や
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
中

心
温
度
計
で
七
十
五
℃
一
分
以
上
を
確

認
し
記
録
出
来
て
い
る
か
な
ど
、
安
全

安
心
の
給
食
に
欠
か
せ
な
い
衛
生
管
理

の
上
に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
食

べ
ら
れ
る
か
な
ど
を
審
査
さ
れ
、
生
汗

が
に
じ
む
緊
張
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。緊

張
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
反
省
す
べ

き
多
く
の
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

今
後
、
本
セ
ン
タ
ー
で
の
給
食
づ
く

り
を
「
学
校
給
食
甲
子
園
」
と
位
置
づ

け
、
今
以
上
の
緊
張
感
を
持
っ
て
「
お

い
し
い
給
食
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

勝
浦
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

早

川

良

子

岡

久
美
子

第４回

県内の小・中・高校生を対象と

した「人権に関する児童生徒の作

品募集」（あいぽーと徳島主催）

において、勝浦町から３人が入賞

しました。

最優秀ポスター

「みんなが笑顔でいられる社会を」

勝浦中学校３年 湯浅友理南

入選ポスター

「みんな友だち」

横瀬小学校３年 上 田 楓 華

「笑顔で未来を見たいから

考えます人権を」

勝浦中学校２年 定作奈津美

【お問い合せ先】勝浦町教育委員会

ＩＰ050（3438）7148 （42）2515

「人権に関する児童
生徒の作品」受賞者 林家ライス・カレー子さんの人権漫才を中心に人権フェスティ

バルを開催します。なお、当日、会場には勝浦郡内の小学生が描

いた人権ポスター等の掲示コーナーを設けます。町民のみなさま

には、楽しいひとときを過ごしながら「人権」について考える機

会にしていただければと思っています。

日 時 12月６日（日）
場 所 勝浦町農村環境改善センター

テーマ 「人生オール・ウェルカム！

みんな違っていいじゃない～！」

講演時間 午後２時～３時40分終了予定

対 象 勝浦郡内一般住民の方

入場料 無 料

主 催 勝浦郡人権教育推進協議会

後 援 勝浦町教育委員会

上勝町教育委員会

■林家ライスさんプロフィール

16歳で落語家六代目三升家小勝入門。二ツ目昇進後に漫才に転身する。一時

芸人を止め、昭和46年カレー子と結婚の後、初代三平の元にカムバックする。

昭和62年コンビ結成とともにブラジル慰問を行い、帰国後は全国のお年寄りへ

の出前漫才を始める。二人の子もタレント・太神楽曲芸師として活躍している。

■林家カレー子さんのプロフィール

ライスと結婚後の昭和53年三平門下となり、司会、レポーター、漫談を。漫

才コンビを組んでからは、出前漫才、環境漫才と社会派に。平成17年小池環境

大臣より感謝状を頂き、環境カウンセラーの資格も獲得。現在、環境省推薦の

漫才師として、東西奔走中。

【お問い合せ先】勝浦町教育委員会 ＩＰ050（3438）7148 （42）2515

2009 勝浦郡民のつどいのご案内
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咳
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ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

６

全
国
青
年
大
会
出
場
に
つ
い
て

～
勝
浦
体
協
野
球
部
～

八
月
に
勝
浦
町
で
行
わ
れ
た
予
選
を
圧
倒

的
な
戦
い
方
で
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
出
場

を
決
め
た
勝
浦
体
協
野
球
部
は
、
大
井
ふ
頭

海
浜
公
園
軟
式
野
球
場
で
行
わ
れ
た
軟
式
野

球
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

一
回
戦
で
チ
ー
ム
萩
原
（
岐
阜
県
）
と
対

戦
し
、
先
発
の
山
路
和
弘
投
手
（
今
山
）
と

相
手
投
手
の
間
で
、
序
盤
か
ら
白
熱
し
た
投

手
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
盤
に
エ

ラ
ー
絡
み
で
二
失
点
し
ま
し
た
が
、
粘
り
強

く
投
げ
続
け
先
発
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

０
点
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
打
線
は
五
回
、

坂
口
祐
介
選
手
（
横
瀬
）
が
レ
フ
ト
ス
タ
ン

ド
に
本
塁
打
を
放
ち
一
点
を
返
し
ま
し
た
。

最
終
回
に
ラ
ン
ナ
ー
を
二
、
三
塁
ま
で
進
め

ま
し
た
が
、
あ
と
一
本
が
出
ず
、
一
対
二
で

残
念
な
が
ら
一
回

戦
で
敗
退
し
ま
し

た
。最

近
の
県
大
会

で
の
健
闘
や
今
回

の
息
詰
ま
る
接
戦

を
展
開
し
た
実
力

は
本
物
で
、
体
協

野
球
部
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

～
イ
グ
ア
ノ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）
～

十
一
月
十
四
日

(土)
に
東
京
都
、
駒

沢
体
育
館
に
て
行

わ
れ
た
フ
ッ
ト
サ

ル
競
技
に
徳
島
県

代
表
と
し
て
出
場

し
、
東
京
都
代
表
・

石
川
県
代
表
と
対

戦
し
ま
し
た
。

ま
ず
一
試
合
目

は
東
京
都
代
表
と
対
戦
し
ま
し
た
。
東
京
都

代
表
は
昨
年
の
大
会
で
三
位
の
成
績
を
残
し

て
い
る
強
豪
で
す
。
中
盤
ま
で
一
対
一
と
白

熱
し
た
試
合
内
容
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
終

盤
立
て
続
け
に
二
点
を
取
ら
れ
、
一
対
三
で

惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

続
い
て
二
試
合
目
は
、
石
川
県
代
表
と
対

戦
し
ま
し
た
。
序
盤
、
今
ま
で
練
習
し
て
き

た
連
携
プ
レ
ー
が
上
手
く
い
き
、
三
点
の
リ
ー

ド
を
奪
い
ま
し
た
。
終
盤
、
相
手
の
猛
攻
を

受
け
一
点
差
ま
で
詰
め
寄
ら
れ
ま
し
た
が
何

と
か
逃
げ
切
り
、
三
対
二
で
勝
利
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

次
の
試
合
に
進
む
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
精
一
杯
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の
大
会
に
向
け

て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

十
一
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
東
京
都
に
お
い
て
行
わ
れ
た
第
五
十
八
回
全
国
青

年
大
会
に
、
勝
浦
町
か
ら
勝
浦
体
協
野
球
部
と
イ
グ
ア
ノ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

第58回

平成22年２月４日任期が満了する勝浦町長

選挙は、１月19日告示され、１月24日（日）投

開票が行われます。投票時間は、各投票所で

午前７時から午後８時まで、開票は同日午後

９時15分から住民福祉センターで行います。

この選挙で選挙人名簿に登録される者

平成２年１月25日以前に生まれた者

平成21年10月18日以前から引き続いて勝浦町内

に住所を有しており、公職選挙法に定められて

いる欠格事項に該当しない者

期日前投票

選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合

は、告示日の翌日から選挙前日まで期日前投票が

できます。場所並びに時間は次のとおりです。

【投票場所】勝浦町住民課内 期日前投票所

【投票日時】平成22年１月20日（水）～23日（土）まで

午前８時30分から午後８時まで

不在者投票

県選挙管理委員会の指定した病院や老人施設な

どに入院・入所している人は、従来どおりその施

設で不在者投票ができる場合があります。事前に

病院・施設等にお申し出ください。

郵便による不在者投票

身体に重度の障害があり、法律に定められた障

害の程度に該当する方は、あらかじめ「郵便投票

証明書」の交付を受けて、郵便による不在者投票

をすることができます。

郵便による不在者投票の請求は、１月20日（投

票の４日前）までです。

入 場 券

入場券は、１月20日から21日頃に送付します。

立候補予定者事務説明会

平成22年１月８日（金）午前９時から勝浦町役場

で行います。

投 票 所

第１投票区 掛谷集会所 第２投票区 農村婦人の家

第３投票区 勝浦会館 第４投票区 棚野集会所

第５投票区 横瀬集会所 第６投票区 与川内集会所

第７投票区 坂本区民集会所

勝浦町長選挙について
投票日は来年１月24日(日)

問い合わせ 勝浦町選挙管理委員会（町役場住民課内） （42）1501 ＩＰ050（3438）7148
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★
十
二
月
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

★
育
児
相
談

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

お
願
い

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
車
の
方
は
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
方
は
徒
歩
等
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
４
７
３

子育て

支援センター

事業から

21日(月) ９日(水) ２日(水)

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
お
楽
し
み
会
。

・
サ
ン
タ
さ
ん
に
会
え
ま
す
よ
。
お
友
達
を
誘
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
。

★
十
二
月
生
ま
れ
の
お
友
達
の
誕
生
会
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

★
保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
お
餅
つ
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

勝
浦
町
で
は
、
一
般
事
務
臨
時
職
員

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急

の
業
務
や
突
発
的
な
欠
員
な
ど
に
備
え
、

各
業
務
の
作
業
等
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
臨
時
職
員
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
該

当
項
目
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
次
の

要
領
で
役
場
総
務
税
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
採
用
に
つ
い
て

は
欠
員
も
し
く
は
臨
時
に
必
要
な
業
務

が
発
生
し
た
際
に
、
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
間

十
二
月
二
日
(水)
か
ら

二
十
五
日
(金)

登
録
条
件

平
成
三
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

登
録
希
望
業
務

一
般
事
務

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
税
務
課（

４
２
）
２
５
１
１

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

毎
年
恒
例
の
勝
浦
町
文
化
祭
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
個
人
、
グ
ル
ー

プ
を
問
わ
ず
一
般
か
ら
の
作
品
を
広
く

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
品
を
希

望
さ
れ
る
町
民
の
方
は
教
育
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日

時
平
成
二
十
二
年
一
月
九
日
(土)

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日
(日)

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
す
る
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・

水
墨
画
・
手
工
芸
・
生
け
花
・
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
・
彫
刻
・
陶
芸
・
日
本
画
・

漫
画

そ
の
他
芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
(木)

午
前
九
時
か
ら
午
前
十
二
時
ま
で

搬
入
先

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三

階
へ
直
接
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会（

４
２
）
２
５
１
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

勝
浦
町
文
化
祭

作
品
集
募
集

勝
浦
町
一
般
事
務
臨
時
職
員

の
募
集
と
登
録
受
付

��
��
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Ｋ-

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
よ
り

お
知
ら
せ

平
成
二
十
二
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
新
成
人
の
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

日

時平
成
二
十
二
年
一
月
二
日
(土)

受
付

午
前
九
時
三
十
分
～

式
典

午
前
十
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該
当
者

平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

平
成
十
六
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生

お
よ
び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在

住
し
て
い
る
方
に
は
、
町
教
育
委
員
会

か
ら
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も

該
当
の
方
は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
に
あ
た
り
、
華
美
に
な

ら
な
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）
４
９
０
０

Ｉ
Ｐ
０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

～
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。～

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、

社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新

し
、
「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と

名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談

な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
工
業
統
計
調
査
を

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年

十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け
て
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省

徳

島

県

勝

浦

町

■
平
成
二
十
一
年
度

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

日

時
平
成
二
十
二
年
一
月
一
七
日
(日)

場

所

勝
浦
町
民
体
育
館

開
会
式

午
前
九
時
～

応
募
チ
ー
ム
数

十
八
チ
ー
ム
（
一
チ
ー
ム
四
人
制
）

※
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

景

品

参
加
賞･

各
種
賞
品
あ
り
ま
す
。

会

費

無

料

参
加
対
象

勝
浦
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
・
ク
ラ
ブ
会
員
の
小
学
生
以
上

参
加
登
録
者

一
チ
ー
ム
六
名
ま
で
登
録

※
男
性
は
三
名
ま
で
登
録
可
能
、
但
し
中
学

生
以
下
は
男
女
問
わ
な
い
。

試
合
方
法

リ
ー
グ
戦
予
選
後
、
予
選
順
位
に
よ

る
リ
ー
グ
決
勝
戦

※
申
し
込
み
チ
ー
ム
数
で
変
更
あ
り
、
一
チ
ー

ム
最
低
で
も
四
試
合
行
う
。

※
リ
ー
グ
戦
抽
選
は
事
務
局
に
て
公
平
に
行

い
ま
す
。
抽
選
後
、
決
定
通
知
書
に
て
、

試
合
要
項
、
ル
ー
ル
、
注
意
事
項
等
代
表

者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
(金)

午
後
五
時
ま
で
に
、
チ
ラ
シ
申
込
用
紙

に
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ
ｓ
事
務
局
ま
で

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）
３
６
７
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）８
３
０
５

Ｅ
メ
ー
ルkfriends@27

.fan-site.net

Ｈ
Ｐ
アド
レ
スhttp://kfriends.fan-

site.net/index.html

近
年
、
生
活
排
水
に
よ
る
環
境
汚
染

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

対
策
と
し
て
、
今
回
勝
浦
町
に
お
い
て
、

先
般
実
施
し
た
浄
化
槽
設
置
等
の
調
査

に
引
き
続
き
、
浄
化
槽
の
水
質
検
査
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

検
査
は
、
徳
島
県
の
指
定
検
査
機
関

で
あ
る
、
(社)
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

の
検
査
員
が
次
の
期
間
中
に
お
伺
い
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

期

間
十
二
月
八
日
(火)
～
十
一
日
(金)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

(社)
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
３
６
）
１
２
３
４

「
日
本

に
っ
ぽ
ん

年
金
機
構
」が
来
年

一
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

平
成
二
十
二
年

成
人
式
に
つ
い
て

浄
化
槽
一
斉
検
査
の

お
知
ら
せ

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

統
計
調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い

&&
''
((
))



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

９

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自

立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、

相
談
事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す

る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
支
援
委
託
先
》

社
会
福
祉
法
人

悠
林
舎

シ
ー
ズ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８
４（
２
４
）３
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８
４（
２
３
）０
２
６
３

メ
ー
ル

anan ＠
seeds.or.jp

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体

（
県
身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連

合
会
）
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ

ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
障
害
種
別

で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

十
二
月
十
七
日
(木)

午
後
二
時
～
三
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
十

二
月
七
日
(月)
ま
で
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
は

詳
細
に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）

予
約
が
な
い
方
は
、
当
日
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

to
ku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

ke
nsinren
@
ko
uryu-plaza.jp

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
十
二
月
の
行
事
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流

を
広
げ
、
親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し

め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

《
十
一
月
活
動
報
告
》

十
日
に
芋
煮
会
を
し
ま
し
た
。
外

で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
天
気
が
悪

か
っ
た
た
め
室
内
で
行
い
ま
し
た
。

勝
浦
産
の
野
菜
と
お
味
噌
を
使
い
、

具
だ
く
さ
ん
の
お
い
し
い
豚
汁
が
で

き
ま
し
た
。
い
つ
も
は
、
野
菜
が
苦

手
な
お
友
達
も
「
初
め
て
に
ん
じ
ん

が
食
べ
れ
た
よ
」
と
お
母
さ
ん
も
大

喜
び
。
心
も
体
も
ホ
カ
ホ
カ
に
な
り

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

U
R
L
h
t
t
p
:
/
/
b
l
og

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

15日(火) 8日(火) １日(火)

ク
リ
ス
マ
ス
会

小
さ
な
ケ
ー
キ
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
お
弁
当
も
出

ま
す
。

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
折
り
込
み
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

横
田
先
生
の
絵
本
読
み
聞

か
せ
＆
歌
、
手
遊
び

ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ
い

入
れ
物
を
作
っ
て
ど
ん

ぐ
り
を
ひ
ろ
い
に
行
き
ま

し
ょ
う
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
か
ら
!!

10

．

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
物
心

両
面
に
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、

五
年
ぶ
り
に
勝
浦
コ
ー
ス
が
採
用
さ
れ

た
前
回
の
五
十
五
回
記
念
大
会
を
経
て
、

来
年
の
お
正
月
も
従
来
ど
お
り
の
大
会

日
程
及
び
試
合
形
式
で
、
五
十
六
回
目

の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
ヶ
月
後
に
せ
ま
っ
た
大
会
に
向
け

ま
し
て
選
手
、
関
係
者
は
練
習
、
準
備

等
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
会
を
間
近
に
控
え
、
個
人
練
習
、

合
同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の
練
習
の

機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も

走
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
な
る
べ
く

交
差
点
や
道
路
を
横
断
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。

②
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト

を
下
向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

③
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
火
曜
日
・
金
曜

日
の
夜
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
八
月
下
旬
か
ら
は
、

毎
週
日
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
勝
浦
中

学
校
集
合
と
い
う
こ
と
で
、
合
同
練
習

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

走
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
、

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

勝
浦
町
教
育
委
員
会（

４
２
）
２
５
１
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
使
間

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど
経

験
豊
か
な
県
労
働
員
会
委
員
が
、
解
決

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日

時

十
二
月
十
三
日
(日)

午
後
一
時
か
ら
四
時
三
十
分

場

所

ホ
テ
ル
千
秋
閣

七
階
「
鳳
」

徳
島
県
幸
町
三
丁
目
五
五
（
徳
島
市
役
所
南
側
）

内

容

解
雇
・
賃
金
の
未
払
い
・
時

間
外
労
働
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

相
談
員

弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員
会
委
員

申
込
み

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
予
約
も
受

付
し
ま
す
。
（
十
二
月
十
一
日
(金)
午

後
五
時
ま
で
）

相
談
料

無

料

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
労
働
委
員
会

０
８
８
（
６
２
１
）
３
２
３
４

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会

か
ら
の
お
願
い

年
末
特
別
労
働
相
談
会

を
開
催

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
九
日
(火)
～

平
成
二
十
二
年
一
月
三
日
(日)

こ
の
期
間
中
は
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍

謄
抄
本
等
、
税
務
関
係
の
証
明
書
交
付

事
務
は
取
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。（
住
民

票
に
限
り
、
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

五
時
ま
で
の
間
は
発
行
で
き
ま
す
。）

※
婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
は
こ
の

期
間
中
で
も
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
停
止
日

の
お
知
ら
せ

シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
よ
り
、
公
的
個

人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
に
関

す
る
申
請
（
電
子
証
明
書
の
新
規
発
行
、

失
効
、
更
新
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
等
）

が
行
え
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
停
止
日

十
二
月
二
十
八
日
(月)

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
急
ぐ
手
続
き

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
済
ま

せ
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
(木)
～

平
成
二
十
二
年
一
月
三
日
(日)

年
末
の
ご
み
収
集
は
十
二
月
三
十
日

(水)
ま
で
行
い
ま
す
。
年
始
の
ご
み
収
集

は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
四
日
(月)
か
ら

再
開
し
ま
す
。

休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
は
ご
み
を
出
す
の
が
集

中
し
ま
す
の
で
、
計
画
を
立
て
ご
み
収

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
日
(水)
～

平
成
二
十
二
年
一
月
六
日
(水)

十
ニ
月
ニ
十
九
日
(火)
は
、
午
前
中
営
業

し
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
(木)

か
ら
平
常
業
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
、
特
に
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

毎
日
衛
生
㈲

（
４
２
）２
１
３
９

ご
み
収
集
業
務

し
尿
収
集
業
務

役
場
窓
口
業
務
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日
常
的
な
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
た
と
え
ば
、
友
達
に

お
金
を
貸
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
理
由
を

つ
け
て
な
か
な
か
返
し
て
く
れ
な
い
。

し
か
し
、
裁
判
を
し
て
ま
で
と
は
考
え

て
い
な
い
。
だ
れ
か
間
に
入
っ
て
も
ら

え
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
も
。

こ
の
よ
う
に
、
相
手
方
が
裁
判
所
に

出
頭
す
る
可
能
性
が
高
い
事
案
で
あ
れ

ば
、
話
し
合
い
で
解
決
を
目
指
す
民
事

調
停
と
い
う
手
続
き
を
選
択
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

民
事
調
停
手
続
き
は
、
調
停
委
員
会

が
当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聴
き
、
歩

み
寄
り
を
促
し
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ

て
紛
争
の
解
決
を
図
る
手
続
き
で
す
。

法
律
的
な
評
価
を
も
と
に
し
な
が
ら
も

法
律
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
紛
争
の
実

情
に
応
じ
た
柔
軟
な
解
決
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
点
が
特
徴
で
す
。

民
事
調
停
手
続
き
は
、
訴
訟
ほ
ど
に

は
手
続
き
が
厳
格
で
は
な
い
た
め
、
だ

れ
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る
上
、
当
事

者
は
調
停
委
員
会
の
進
行
に
従
っ
て
比

較
的
自
由
な
形
で
言
い
分
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
等
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

裁
判
所
の
窓
口
に
は
、
貸
金
請
求
等

い
く
つ
か
の
種
類
の
定
型
の
調
停
申
立

書
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
裁

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://www.c

o
u
r
ts
.
g
o
.
j
p
/

）
か
ら
も
一
部
定
型
申

し
立
て
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課

０
８
８
（
６
５
２
）
３
１
４
１

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故

を
一
掃
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒

運
転
追
放
に
向
け
た
意
識
を
よ
り
強
固

に
醸
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
十
二
月
を
「
飲
酒
運

転
撲
滅
月
間
」
と
定
め
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
県
民
総
ぐ
る
み
で
、
「
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

★
家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
悲
惨

な
重
大
事
故
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
家
族

や
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
追
放
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

★
各
企
業
、
事
業
所
で
は
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ

宣
言
を
実
施
し
、
職
場
ぐ
る
み
で
意
識
啓

発
を
図
り
、
飲
酒
運
転
追
放
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

★
酒
類
提
供
の
飲
食
店
及
び
酒
類
販
売
店
な

ど
で
は
、
飲
酒
運
転
撲
滅
協
力
店
に
参
加

し
、
利
用
客
へ
の
飲
酒
運
転
追
放
を
呼
び

か
け
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。

ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

年
末
年
始
は
、
交
通
量

の
増
加
等
に
伴
う
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
思

想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期

間
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日
(木)
～

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日
(日)
ま
で

運
動
重
点

・
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

と
反
射
材
の
効
果
的
活
用

・
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
使
用
の
徹
底

話
し
合
い
で
ト
ラ
ブ
ル
解
決

利
用
し
や
す
い
民
事
調
停

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動

年
末
特
別
警
戒
実
施
中
！

年
末
に
は
、
各
種
犯
罪
及
び
事
故
の

多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
十
二
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

「
年
末
特
別
警
戒
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
暴
力
に
関
す
る
無
料
相
談
の

お
知
ら
せ

こ
の
た
び
、
法
律
の
専
門
家
で
あ
る

弁
護
士
と
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
及

び
県
警
の
三
者
合
同
で
暴
力
の
問
題
で

お
困
り
の
方
か
ら
無
料
で
御
相
談
を
受

け
る
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
（
ミ
ン

ボ
ー
相
談
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

十
二
月
五
日
(土)

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間

場
所

徳
島
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
ビ
ル

（
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
）
五
階
特
設
会
場

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
勇
気
を
も
っ
て
相

談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

十
二
月

猟
銃
等
講
習
会
開
催
日

経
験
者
講
習

12
月
10
日
(木)

徳
島
北
警
察
署

12
月
24
日
(木)

阿
南
警
察
署

初
心
者
講
習

12
月
２
日
(水)

徳
島
西
警
察
署

小
松
島
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ



「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
な

ど
と
称
さ
れ
る
タ
イ
の
や
せ
薬
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
な
ど

と
称
さ
れ
る
タ
イ
製
の
や
せ
薬
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
死
亡
事
例
を
含
む

重
篤
な
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

国
内
で
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
こ

の
よ
う
な
製
品
に
つ
い
て
は
、
当
該
医

薬
品
が
偽
造
製
品
で
あ
っ
た
り
、
有
害

な
物
質
が
含
ま
れ
て
い
た
り
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
健
康
被
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
個
人
輸
入
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
避

け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
服
用
に
よ
り
体
調
異
常
が
現

れ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
服
用
を
中
止

し
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
県
薬
務
課
監
視
・
麻
薬
担
当
ま
た

は
徳
島
保
健
所

０
８
８
（
６
５
２
）
５

１
５
１
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
該
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
tp
:
/
/
w
w
w
.
m
h
l
w.
g
o
.
j
p
/
k
i
n
k
yu

/
d
ie
t
/
j
i
r
e
i
/
0
9
1
0
0
8
-
1
.
h
t
m
l

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
薬
務
課

監
視
・
麻
薬
担
当

０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
３
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ya
k
u
m
u
k
a
@
p
r
e
f.
t
o
k
u
s
h
i
m
a
.
lg
.
j
p

や
せ
薬
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

確定申告書や法定調書の作成・提出には「ｅ-Ｔａｘ」をご利用ください！

☆ｅ-Ｔａｘ（イータックス）は、インターネットで国税に関する申告（所

得税、法人税、消費税など）や納税、申請・届出などの手続ができるほ

か、法定調書の作成及び提出もできる便利なシステムです。

☆納税証明書（電子発行、書面発行）の交付請求もできます。

※手数料が安価です。１枚370円（通常は400円）

《徳島税務署からのお知らせ》

ｅ－Ｔａｘならこんなにいいこと！

１ 国税庁ホームページから電子申告 ３ 添付書類の提出省略

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」で作成したデータは、ｅ-Ｔａｘ（電子

申告）を利用して提出することができます。

医療費の領収書や源泉徴収票等は、そ

の記載内容を入力して送信することによ

り、提出又は提示を省略することができ

ます（確定申告期限から３年間、書類の提

出又は提示を求められることがあります）。
２ 最高5,000円の税額控除

平成21年分の確定申告を本人の電子証明書を

付して、申告期限内にｅ-Ｔａｘで行うと、所

得税額から最高5,000円の控除を受けることが

できます（平成19年分又は平成20年分の確定申

告でこの控除を受けた方は、受けられません）。

４ 還付金がスピーディー

ｅ-Ｔａｘで申告された還付申告は、早

期処理しています（３週間程度に短縮）。

【問い合わせ】 徳島税務署（徳島市幸町３丁目54番地） 088（622）4131

平成21年分の所得税等の申告相談会場は「アスティとくしま」です！

場 所 アスティとくしま（徳島市山城町東浜傍示１）３階第２特別会議室

期 間 平成22年２月１日（月）～３月15日（月）

受 付 午前９時～午後４時

※この期間、徳島税務署庁舎内には、申告相談会場を設けておりません。なお、アスティとくしま

の駐車場については、有料（１日200円）となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

www.e-tax.nta.go.jp 詳しくはホームページをご覧ください。検索イータックス

（土･日･祝日を除く。ただし、２月21日及び２月28日の日曜日

は確定申告の相談･申告書の受付を行います。）
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医療費は有効につかいましょう
国民医療費は毎年増えつづけています。このままの勢いで医療費が増えつづけると、

国保の財政がパンクしてしまうおそれもあります。

病気予防や健康づくりの心がけ、お医者さんのかかり方で医療費を節約することがで

きます。もちろん、家計にもやさしくなります。

老齢もしくは退職を支給事由とする年金は、所得税法上「雑所得」として所得税がか

かります。

翌年支払われる年金から所得税の各種控除を受けるためには、「扶養親族等申出書」を

平成21年12月１日までに社会保険業務センターへ提出していただく必要があります。

提出されなかった場合には、各種控除が受けられず、提出した場合と比べて多くの

所得税が源泉徴収されますので、ご注意ください。

なお、次の方は課税の対象となりませんので、申告書の提出はありません。

・支払年金額（年額）が108万円未満の方（65歳以上は158万円未満の方）

・障害年金・遺族年金を受けている方

「扶養親族等申告書」は期限までに提出を！

国 民 年 金 だ よ り

Ｑ１ 扶養親族等申告書が送付されてきましたが、扶養親族等がいない場合も提出する必要がありますか？

Ａ１ 当該申告書が提出されないとご自身の基礎控除等を受けることができませんので、控除を受けるため

に提出してください。

Ｑ２ 申告書を提出した場合は、確定申告の必要はないのですか？

Ａ２ 次のような方は、扶養親族等申告書を提出した場合でも、税務署に確定申告が必要となります。

・年の途中で、扶養親族等の人数が増減するなどにより申告した扶養親族等申告書の内容に変更が

生じた方（扶養親族等が年の途中で死亡された場合、その年の扶養親族等として申告できます。）

・年金以外の収入（給与など）がある方

・他の公的年金を受給している方

・生命保険料控除、社会保険料控除、医療費控除などを受けようとする方

Ｑ３ 提出期限が過ぎてしまった場合、どうすればよいですか？

Ａ３ 提出期限が過ぎてしまった場合でも、すみやかにご提出ください。

扶養親族等申告書に関するＱ＆Ａ

『上手なお医者さんのかかり方』ポイント!!

①同じ病気でのお医者さんの
かけもちはやめましょう。

②かかりつけ医
を持ちま
しょう。

③お医者さん
を信頼し、
指示を守り
ましょう。

④緊急時以外は、時間外、
休日診療は
なるべく避け
ましょう。

⑤薬を必要以上にたくさん
欲しがるのはやめましょう。

⑥分からないこと、知り
たいことは、きちんと
聞くよう
にしま
しょう。

⑦定期的に健康診断を受け、
病気の早期発見、早期治療
を心がけましょう。

保険税は必ず納期限内に納めましょう!!
保険税は、国保を健全に運営するために大切な

財源です。必ず、納期限内に納めましょう。
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んな 健の 康み

12月の保健行事
〈問い合わせ〉勝浦町福祉課保健師

（42）1502 I P (代) 050（3438）7148

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

11 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30

農村環境改善
セ ン タ ー

平成21年６月１日
～10月31日までに
生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

16 水 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

19 土 男 の 料 理 教 室 9:30～
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員 エプロン

23 水 ふ れ あ い 教 室 9:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

乳幼児とその家族
エプロン・三角
巾またはタオル

新型インフルエンザワクチン接種にかかる助成について

【助成方法】

助成対象者は、役場福祉課で証明書を発行しますので、前もって申請に来て下さい。なお証明書

を持たずに医療機関へ受診した場合は料金を払って帰り、役場福祉課で払い戻し請求をして下さい。

手続きに必要な物（申請書は福祉課にあります）

①印鑑 ②医療機関の領収書 ③新型インフルエンザ接種済証 ④振込先の通帳（郵貯除く）

【接種について】

予防接種については、かかりつけ医療機関の医師にご相談ください。

また、町内受託医療機関は、勝浦病院です。 （42）2555 ＩＰ 050（3438）7148

接種のスケジュール等は、11月の広報折込に載せていますのでご覧ください。

※接種に当たっての注意事項

子どもの接種については、保護者の同伴が必要です。しかし、中学生に相当する年齢の者が接種

を受ける場合、保護者がワクチンの接種について安全性等を十分理解し同意書があれば、保護者の

同伴がなくても接種が受けられます。（説明書等は医療機関・役場福祉課にありますのでお問い合

わせください。）

世帯区分 助成対象者
接種料金

（医療機関で支払う金額）
助成額

１回目 ２回目 １回目 ２回目

町民税課税
世帯

１歳～小学校６年生の年齢に相当する方

3,600

2,550

全額

助成なし

１歳未満の保護者（１人）
妊婦

中学生の年齢に相当する方
高校生の年齢に相当する方

2,550
半額

助成なし

基礎疾患のある方（医師が判断した人）

生活保護世
帯・町民税
非課税世帯

世帯の
者全員

１歳～小学校６年生の年齢
に相当する方
中学生の年齢に相当する方
高校生の年齢に相当する方

3,600

2,550

全額

全額

１歳未満の保護者（１人）
妊婦
基礎疾患のある方（医師が判断した人）
65歳以上の方
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無
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。
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24日 17日 10日 ３日 日

亀
山
看
護
師
長

正
瑞
薬
剤
師

坂
口
栄
養
士

内
科
医
師

担

当

生
活
に
つ
い
て

薬
に
つ
い
て

食
事
に
つ
い
て

糖
尿
病
に
つ
い
て

内

容

太りやすい生活をチェック
太りすぎは下肢、脊椎、その他心臓などに負担をかけ、生活習慣病を促進するため、健

康上好ましくありません。健康のため太りすぎに注意しましょう。

冬 太 り
「冬になると太る。」クリスマスに忘年会、お正月など、おいしい

ものをたくさん食べる機会が多く、しかも寒いため「外に出たくな

い」「運動したくない」と感じがち。これでは、冬に太るのも無理はないかもしれません。

でも、冬に太る理由はそれだけではありません。体そのものも、寒さに対抗して体温を

維持するために脂肪を蓄えようとするのです。つまり、体のなかからも太ろうとしている

ということ。「おいしいものを食べすぎないように」と決意するだけでは、なかなか冬太り

に対抗できないかもしれません。

肥満傾向をチェック
まず、日ごろの生活習慣は「太りやすい体質」なのか、チェック

してみましょう。実は、「冬」だけでなく、生活習慣そのものにも、

太る原因が潜んでいるのかもしれません。

次のなかから、当てはまると思う項目を数えてみましょう。

０～３個の人……この調子で健康的な生活を続けましょう。

４～７個の人……やや太る傾向がみられます。ちょっとだけ意識を変えて生活習慣を改めてみましょう。

８～11個の人……この機会に、ぜひとも生活習慣を見直しましょう。

12～15個の人……もしかしたら太め体質を実感しているかもわかりません。今がチャンスです。

なにげない毎日を見直せば、生活習慣病の危険からも遠ざかれます。

□ 両親ともに、もしくはどちらかが太っている □ 夕食は夜９時以降になりがち

□ おやつなど、間食をすることが多い □ 出されたものは残さず食べるほうだ

□ 早食いのほうだ □ 脂っこい食べ物が好き

□ 甘いものが好きでよく食べる □ 休日は家でのんびりすることが多い

□ １日に１回以上外食をする □ 週に３回以上はお酒を飲む

□ 野菜があまり好きではない □ 朝食を抜くことが多い

□ テレビを見ながら食事をすることが多い □ すぐにエレベーターやタクシーを使う

□ ヤケ食いやヤケ酒でストレス解消しがちだ

当てはまる項目が
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私
は
ご
く
普
通
の
中
学
三
年
生
で
す
。

で
す
か
ら
毎
日
学
校
に
通
い
、
友
達
と
話

を
し
て
は
笑
い
、
部
活
動
を
し
て
、
一
日

一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
平
凡
で
す
が

充
実
し
た
毎
日
の
中
に
楽
し
い
思
い
出
を

拾
い
集
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
先
の
自
分

の
進
む
道
に
つ
い
て
も
希
望
を
持
っ
て
生

活
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
こ
ん
な
私
に
も
思
い
出
し
た
く

な
い
こ
と
、
こ
れ
か
ら
先
言
わ
れ
た
く
な

い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
は
小
さ
い
頃
か

ら
外
で
遊
ぶ
の
が
好
き
で
し
た
。
友
達
と

鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

り
し
て
毎
日
の
よ
う
に
外
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
い
つ
も
日
焼
け
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
う
え
、
私
は
他
の
人
よ
り
も

肌
の
色
素
の
定
着
が
強
い
の
か
、
冬
で
も

日
焼
け
が
と
れ
ま
せ
ん
。

友
達
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
、

「
名
前
の
わ
り
に
、
ほ
ん
ま
に
色
が
黒
い

な
ぁ
。」

自
分
で
も
何
と
な
く
肌
の
色
が
気
に
な
っ

て
い
た
の
に
、
そ
の
こ
と
を
名
前
と
一
緒

に
し
て
言
わ
れ
た
こ
と
が
私
に
は
と
て
も

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
新
し
い

人
と
出
会
う
た
び
に
、
相
手
は
ど
う
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
、
ま
た
あ
ん
な
こ
と
を

言
わ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思
い
、
や
り

場
の
な
い
悲
し
み
と
腹
立
た
し
さ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
人
か
ら
す
れ
ば
ほ
ん
の
さ
細
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
っ
た
友
達
も
私

を
傷
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
言
っ
た
の
で
は

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
に
と
っ

て
自
分
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
肌

の
色
を
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
つ
い
て
い

る
名
前
と
つ
き
あ
わ
せ
て
言
わ
れ
、
本
当

に
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
大
好
き
だ
っ
た
自
分
の
名
前
を

呼
ば
れ
る
た
び
に
、
何
と
な
く
嫌
な
気
持

ち
が
よ
み
が
え
り
、
ど
う
し
て
も
っ
と
色

白
に
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

鏡
を
見
て
は
た
め
息
を
つ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
く
よ
く
よ
し
て
も
仕
方
が
な
い
と

思
い
な
が
ら
。

こ
ん
な
私
の
気
持
ち
を
打
ち
砕
き
、
目

を
覚
ま
さ
せ
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
今
年
六
月
、
人
権
週
間

の
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
中
倉
茂
樹
さ

ん
の
す
ば
ら
し
い
生
き
方
と
の
出
会
い
で

す
。ま

ず
、
事
前
に
見
た
ビ
デ
オ
「
ぬ
く
も

り
を
感
じ
て
」
で
、
中
倉
さ
ん
の
耐
え
る

強
さ
と
、
温
か
さ
に
強
く
心
を
動
か
さ
れ

ま
し
た
。
小
学
校
六
年
間
毎
日
い
じ
め
を

受
け
、
そ
の
記
憶
が
強
烈
す
ぎ
て
、
担
任

の
先
生
や
友
達
の
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
は

ず
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
こ
と
も
何
一
つ

思
い
出
せ
な
く
な
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ

た
生
活
だ
っ
た
こ
と
。
そ
ん
な
状
態
だ
っ

た
の
に
、
家
族
を
悲
し
ま
せ
た
く
な
い
と

の
思
い
か
ら
、
誰
に
も
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
言
わ
ず
に
独
り
で
耐
え
た
こ
と
。

ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
家
族
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
優
し
い
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

た
中
倉
さ
ん
の
生
き
方
に
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
倉
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

後
の
い
ろ
い
ろ
な
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
高
校

の
全
校
生
徒
の
前
で
の
宣
言
。
高
校
生
集

会
で
の
た
く
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り
。

結
婚
相
手
と
の
出
会
い
。
で
も
そ
の
人
の

両
親
か
ら

「
部
落
の
人
と
会
う
つ
も
り
は
な
い
し
、

怖
い
。」

と
い
わ
れ
、
会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
さ
え

で
き
な
い
ま
ま
に
結
婚
を
し
た
中
倉
さ
ん
。

講
演
で
は
、
そ
の
後
の
話
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
相
手
と
対
等
で
な
け
れ
ば

絶
対
に
あ
え
な
い
と
い
う
立
場
で
い
た
こ

と
。
生
ま
れ
て
き
た
お
孫
さ
ん
と
会
う
こ

と
で
相
手
の
両
親
が
中
倉
さ
ん
た
ち
の
結

婚
を
受
け
入
れ
、
中
倉
さ
ん
自
身
を
見
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

差
別
す
る
人
が
い
る
限
り
差
別
は
な
く
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
し
な
い
人
で
は
な
く

「
な
く
す
人
」
が
増
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
力
を
込
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

中
倉
さ
ん
の
講
演
を
聴
い
て
、
一
方
的

な
い
じ
め
や
差
別
に
負
け
て
く
よ
く
よ
す

る
の
で
は
な
く
、
絶
対
に
負
け
る
も
の
か

と
い
う
思
い
で
差
別
を
な
く
す
た
め
に
実

際
に
行
動
に
移
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
、

心
の
持
ち
方
と
行
動
力
が
す
ば
ら
し
い
生

き
方
に
つ
な
が
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

私
の
母
は
、
私
が
悩
み
を
打
ち
明
け
た

と
き「

健
康
的
で
い
い
と
思
う
よ
。
そ
ん
な
に

気
に
せ
ん
で
も
大
丈
夫
だ
よ
。
」

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
母

の
言
葉
は
と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で
し
た
。

同
時
に
、
苦
し
い
と
き
に
も
前
向
き
に
考

え
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
中
倉
さ
ん
の

生
き
方
を
思
い
出
し
、
今
ま
で
の
自
分
が

と
て
も
情
け
な
く
見
え
ま
し
た
。

中
学
校
最
後
の
夏
休
み
、
七
月
の
終
わ

り
に
は
そ
ば
屋
さ
ん
で
二
日
間
職
場
体
験

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
八
月
に
は
町
の

海
外
派
遣
事
業
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
初
め
て
の
体
験
と
た
く
さ
ん
の
人
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
ど
ん
な
こ
と
に
出
会
っ

て
も
、
前
向
き
に
受
け
と
め
、
与
え
ら
れ

た
チ
ャ
ン
ス
に
感
謝
し
な
が
ら
、
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
な
に
よ
り
、

自
分
が
そ
う
す
る
こ
と
で
周
り
の
人
た
ち

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
中

倉
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
と
思
う
か

ら
。明

日
に
向
か
っ
て
、
一
歩
ず
つ
。

16

明
日
に
向
か
っ
て

平
成
二
十
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り

dtp
かたりあうページ
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題

詠

「
み
か
ん
」

ワ
ゴ
ン
車
に
み
か
ん
の
土
産
積
み
込
み
て
ま
た

来
年
も
と
子
等
は
手
を
振
る
坂
本

平

尾

智

男

ひ
と
頃
は
黄
金
時
代
で
あ
り
し
み
か
ん
今
は
杉
の

小
立
ち
と
な
り
て
い
る
な
り

横
瀬

廣
安
美
枝
子

果
物
の
中
心
で
あ
り
し
み
か
ん
な
り
今
年
も
値

よ
く
売
れ
よ
と
願
う

横
瀬

林

と
み
え

千
葉
に
住
む
嫁
の
実
家
の
お
歳
暮
は
勝
浦
名
産

の
み
か
ん
と
決
め
る

坂
本

菅
内
久
美
子

鈴
な
り
の
み
か
ん
が
屋
根
に
寄
り
そ
い
て
秋
の

夕
日
に
輝
き
て
お
り

中
山

猪
谷
喜
美
代

秋
祭
り
の
花
火
が
熟

じ
ゅ
く

す
を
急せ

か
す
ご
と
み
か
ん

色
付
く
夕
日
の
色
に

横
瀬

日

下

克

子

披
露
宴
で
新
郎
新
婦
の
持
つ
籠
の
み
か
ん
も
微

笑
み
祝
い
て
く
る
る

中
角

花

岡

福

枝

す
っ
ぱ
さ
の
残
れ
る
み
か
ん
幼

お
さ
な

よ
り
七
十
年
を

飽
き
ず
食
べ
お
り

横
瀬

平
山
美
千
江

酸
っ
ぱ
き
が
み
か
ん
な
り
し
に
今
様
は
菓
子
の

如
く
に
甘
き
を
ほ
め
お
り

棚
野

殿

川

早

苗

作
り
た
る
人
思
い
つ
つ
特
産
の
安
き
み
か
ん
を

「
よ
っ
て
ネ
市
」
に
選
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

終
戦
後
み
か
ん
景
気
で
栄
え
た
る
町
も
今
で
は

過
疎
が
進
め
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

幼お
さ
なよ

り
み
か
ん
と
共
に
育
ち
来
し
吾
等
な
り
歳

月
を
経
て
今
の
勝
浦

横
瀬

丸

関

朋

子

「
雑

詠
」

嬉
々
と
し
て
枯
野
駆
け
ゆ
く
愛
犬
の
丸
き
背
中

が
夕
日
に
染
ま
る

生
名

岩

本

敏

子

老
い
く
れ
ば
煩

わ
ず
ら

わ
し
き
事
は
先
送
り
な
せ
ば
い

つ
し
か
幾
日
の
過
ぐ

坂
本

木

下

茂

子

何
時
の
間
に
か
八
十
六
の
歳
重
ね
花
と
野
菜
を

作
る
日
々
な
り

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

百
歳
に
近
づ
い
て
ゆ
く
吾
な
れ
ば
昔
を
思
い
う

つ
う
つ
と
い
る

横
瀬

西

蔭

達

男

日
常
の
生
活
も
時
に
忘
れ
居
る
も
「
老
い
て
は

常
よ
」
と
子
に
励
ま
さ
る

棚
野

田

中

茂

子

櫨は
ぜ

も
み
じ
・
楓
・
銀
杏
も
装
う
な
り
凩

こ
が
ら
しの

来
て

錦
秋
は
逝
く

坂
本

山

口

昭

市

癌
疑
い
の
晴
れ
し
と
友
の
弾
む
声
た
わ
わ
の
蜜

柑
を
採
り
つ
つ
に
聞
く

与
川
内

植

松

寄

子

銀
杏
の
落
ち
る
時
季
な
ど
尋
ね
あ
う
忘
れ
た
母

と
知
ら
な
い
私

棚
野

田

中

久

子

子
の
家
に
越
し
た
る
友
の
便
り
読
む
何
か
心
に

沁
み
る
も
の
あ
り

立
川

堀

梅

子

鳥
が
巣
に
出
入
り
す
る
ご
と
幼
児
は
す
べ
り
込

み
た
り
膝
組
む
中
へ

中
山

溝
内
喜
美
代

電
線
と
屋
根
を
つ
な
げ
る
蜘く

蛛も

の
囲
を
仰
向
き

見
れ
ば
秋
高
き
空

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

栄
え
ゆ
く
こ
の
勝
浦
で
百
歳
を
目
指
し
て
日
々

を
楽
し
く
生
き
ん

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

一
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

次
回
作
品
募
集

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権

及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々

と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）
十
二
月

十
日
の
第
三
回
国
際
連
合
（
以
下
「
国
連
」

と
い
う
。
）
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記
念

し
て
、
採
択
日
の
十
二
月
十
日
を
「
人
権

デ
ー
（H

um
an

Rig
ht
s

D
ay

）
」
と
定
め
、

加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間

（
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
）
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
年
も
、
十
二
月
四
日
か
ら
同
月
十
日
ま

で
を
「
第
六
十
一
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、

各
種
行
事
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は

「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
」

～
考
え
よ
う

相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う

思
い
や
り
の
心
～

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
止
め
よ
う

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

第
六
十
一
回

人
権
週
間

か
つ
う
ら
歌
壇

中
田
ヤ
ス
ヱ

選

人
身
取
引
を
な
く
そ
う

を
週
間
の
強
調
事
項
と
し
て
各
種
の
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
、
一
人

一
人
が
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
人

権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は
、
人
権
擁
護
委

員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

滝

花

恒

子
さ
ん
（
棚

野
）

湯

浅

芳

洋
さ
ん
（
掛

谷
）

美

馬

晴

幸
さ
ん
（
与
川
内
）

大
久
保
十
祈
子
さ
ん
（
今

山
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
法
務
局

徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

０
８
８
（
６
２
２
）
４
１
７
１
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

３日(木)・17日(木) 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

４日(金)・18日(金) 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

７日（月） 山 西 山西集会所横の自転車置場付近

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

１日（火） 山 西 山西集会所横の自転車置場付近

８日（火） 中 山 中 山 集 会 所 前

15日（火） 立 川 前田さん宅前ごみフェンス横

22日（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

分別ステーション設置地区は、毎日出すこと

ができますが、年末年始等の連休には集中しな

いように計画的に出してください。

ごみは正しく
出して美しい町を
つくりましょう

指定場所と12月の受取日時

１.指定場所（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

２.受取日時 11月29日(日)～12月４日(金)

12月24日(木)～27日(日)

午前８時30分～午後５時

１.指定場所（横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫

２.受取日時 12月６日(日)～11日(金)

12月24日(木)～27日(日)

午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。

絶対、保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール

封筒をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP(代)050（3438）7148

日 時 12月17日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの

最近、犬の飼い主のマナーが
悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中のフン
の放置はやめましょう。

10日(木)・24日(木)

※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日
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12
月
の
行
事

★おはなし会

27日(日) 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

ぼくは、図書かん見学をしてすごくたのしかったです。

ぼくは「ヘッドホンはなんこあるんですか」というしつ

もんをしました。図書かんの人がやさしくこたえてくれ

たのでぼくはすごくうれしかったです。ぼくは「どうし

てしゃしんをかざっているんですか」というしつもんも

しました。そのこたえは、リラックスできるからでした。

ぼくは図書かんはたくさんくふうしていたり、ひみつも

たくさんあるんだなあと思いました。 （おか ひでき）

わたしは、図書かんで本をかりました。たくさん本が

あってきめるのがまよってしまいました。わたしは一さ

つ本をかりました。わたしは「人気の本はなんですか」

としつもんしました。人気の本は新しい本だそうです。

子どものコーナーに行ったら大きな四角いあながありま

した。本をすわって読めるからだそうです。わたしはす

わって本をよめるのがいいなあと思いました。

（小ぐらまい子）

ぼくは、図書かん見学をしてすごくたのしかったです。

図書かんの出入口のところにぶあつい本がありました。

よく見てみるとドイツ語の本がありました。ぼくは、こ

んな本もあるんんだなあと思いました。図書かんはぼく

が一年のときに行ったときとなんかかんじがちがうなあ

とかんじました。図書かんの人はやさしかったです。ぼ

くは、図書かんの本がすきです。 （西原大樹）

図書かんに行くと図書かんのことをかかりの人がやさ

しく教えてくれました。わたしは家がちかいので何回も

行ったことがあります。わたしの一番のお気に入りの本

は、なぞなぞの本です。ビデオはかぞえたことは、あり

ません。本はぜんぶで４万２千さつもあると言っていま

した。わたしは、そんなにたくさんあるんだと思いまし

た。図書かんの人に元気よくあいさつをして帰りました。

（中田ことは）

12月１日(火)～６日(日)
場所 勝浦町図書館

保存期間がきれた図書館の雑誌等をおわけ
いたします。ぜひ、見にきてください。

リサイクル

10月20日(火)

横瀬小学校２年生17名が
図書館見学に来ました

勝浦町図書館では国の事業である緊急地域雇用創出事業等を利用して図

書館の蔵書管理・貸出・返却業務等を電算化する事になりました。その為

に12月より（予定）蔵書資料のデジタルデータ化する為の準備作業に入りま

す。開館しながらの作業となりますので利用者の方々には何かとご不便を

おかけする事になりますが、ご協力宜しくお願い致します。

蔵書のデジタルデータ化は国の緊急地域雇用創出事業により図書館流通センターに委託して

実施します。図書館流通センターは、事業実施にあたり11人程度の臨時雇用（３ケ月程度）を採

用する予定となっています。臨時雇用を希望される方はハローワークでの求人情報として登録

されますのでご確認ください。 図書館流通センター連絡先 03（3943）2225 0120（107）033（フリーダイヤル）

図書館から

ご協力と

お願い
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日 時 ４日(金) ･11日(金) ･18日(金) ･25日(金)

午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

内 容 人権・行政・厚生・福祉

※相談日以外でも予約は承ります。 (42)4652

心配ごと相談

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を次のとおり開講いたします。〔場所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 今月はお休みです

踊 り ９(水)・16(水) 午後 2:00～4:00

歌 謡 20（日） 午後 7:30～9:30

生け花 14（月）・28（月） 午後 7:30～9:30

大正琴
３(木)・10(木)
18(金)

(木)午後 1:00～3:00
（金）午後 7:00～9:00

交流講座ご案内

休日年金相談
日 時 12月12日(土)予定

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

時間延長年金相談
日 時 12月７日(月)・14日(月)・21日(月)

午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

ねんきんダイヤル
年金請求に関する相談 0570（05）1165

年金受給している方の相談 0570（07）1165

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

年 金 相 談

善意ありがとうございました
（10月16日～11月15日）

橋 本 忠 明さん（横 瀬）

石 原 操さん（星 谷）

以上の方から善意銀行に善意がよせられま

した。ありがとうございました。

人 口（平成21年10月31日現在）

世帯数 2,165戸

男性 2,947人

女性 3,155人

計 6,102人

出 生 男 ２人 女 １人 計 ３人

死 亡 男 ３人 女 ５人 計 ８人

転 入 男 ３人 女 ８人 計 11人

転 出 男 ５人 女 １人 計 ６人

おくやみ申します

大字三溪字下川原 湯 浅 玄 幸（84歳）

大字三溪字橘 中野マサヱ（96歳）

大字三溪字下川原 橋 本 國 惠（95歳）

大字中角字東山 大西サダ子（78歳）

大字沼江字大屋敷 入田フミコ（93歳）

大字三溪字定岡 森岡富士太（79歳）

大字生名字中道 白 草 眞 次（86歳）

大字坂本字宮平 池 窪 德 夫（76歳）

大字沼江字山田 上白川キヌヱ（88歳）

お誕生おめでとう

大字棚野字西久保 ）堺 誠 也
清 美

二男 隼
はや

天
て

12月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１
○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時
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